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PS の末梢血管にi對す る抽 葭作用rcつ い て は 既 に 菊地

が， Krawkow −Pisscmski 法に よる 家兎耳殻潅流實驗

で確認 して い る が，今囘は Ltiwen ・Trendelenburg 法

に よ る ， 蕃後肢 血管潅流實驗で再び こ れ を確認す る とと

も に ， 各種藥劑を併用す る 方 法でそ の 作用點が，一つ に

は 末梢⊥虹管壁 自體 に あ る こ とを知 っ た。

　2）　PS の 中樞作用 に よ る血管敦縮 の 有無

　蟇 の 頭部前肢 と， 後肢との 同時潅流に ょ る　Schmidt

の 方法で ， PS に は更 に 中樞性 に も血管 を收縮 さ せ る作

用 の あ る こ と を矢口つ た 。

　3） 家兎に つ い て 觀血 的に 血壓 を測 定 し．同 時 に 心 搏

動，呼吸へ の 影響を し らべ た實驗

　ウ レ タ ン 膸醉家兎 に お ける PS に よ る」缸壓 上 昇曲線は

子癇血 清 の それ と極 め て 類似 して お り，心担鋤 ． 呼吸 へ

の 影響は あまりな かつ た．しか し抱水 ク ロ ラ
ール 聯醉家

兎 で は，同 様 な 血 壓 上昇と共に，心搏動 の 抑制 が み られ

、た ．

　 〔1） Rauwolfia 　Serpentina 製劑の 血 壓下降作用

と PS との 相互作用 に つ い て の 知見

　使用 した もの ：Serpasi1 ・Apoplon 及 び Reserpin

の 各種溶液．

　1）　Serpentina 連績投與 時の 長期觀察

　輻 田 ・川 口 法に よ り家兎の 血 壓 を 非凱血 的 に 測定 した

が，投與後 3 口 目頃よ り緩徐な血 壓下降をみ ， こ れ は 投

與中持續 し た．

　2）　家兎 に っ い て觀血 的 に 血壓iを測定 し．同 時 に 心 搏

動，呼吸 へ の影響を し らべ た實驗

　 ウ レ タ ン 旒 醉 家兎 及び 抱水 ク ロ ヲ
ール 麻醉家兎 に ，

Serpentina を投與 し ，前者 に は 緩徐な か っ 持續的血 壓 下

縫 をみた ．心搏動 ， 呼吸へ の影響 もみられた．ξiたウ レ

タ ン 麻醉家兎 に ，
Serpentina を 投與 した後 1，c は PS に

ょ る血壓 上昇は一
過性に し か み られ な かつ た ．子癇Jnエ清

に ょ る血 壓上昇も少 しく抑制 さ れた ．

　 3） 末梢血 管へ の 作用

　 蟇i後肢潅流實驗では ，Serpentina に よ る血 管蹟張は

カ い ．PS の 收縮作用は 抑制し ない ．

　 4）　中樞作用 に よる 血管壙張 の 有無

　 Schmidt 法 に よ る と ，
　 Sorpentina 製劑は ，　中樞的

に 血 管を 蹟張 させ る よ うで あ り ， PS に よ る牧縮 を 抑制

す る よ う で あ る ．

　　5．晩期妊娠 中毒症に關す るその 後 の 研 究成績

　　 （熊本大） 甥 ロ來道隆 ，杉 山猛治 ， 安武丑 生 ，

　　　宮崎好信 ，中山道男 ， 井 上　浩 ， 黒木博之，

　　 緒方泰三 ， 吉 田榮太 ， 内田敬久 ， zk谷房之 ，

　　 森 田　久 ， 中川清隆，中尾 七 平 ，永 田秀一，

　　 橋本和雄 ，山下　卓 ， 宮村彌彦，中村公郎

　妊娠中毒症 は 胎盤多糖體様物質 （以 下KPS と酪す）

に よ る ア レ ル ギー
性病變 を 主 とす る 疾患 であ ろ うとい う

こ とは 既 に發表 した とこ ろで ， その 後も引續 き各種の 實

驗 を 行 い 發表 して 來 た が ， 今囘は そ の 後 の 成績を報告す

る ．

　 1．妊娠中毒症 の本態に關す る血清學的研究

　1．人胎盤 KPS に 對す る組織抗體 ：人胎盤 KPS 感

作家兎の 臓器 の一
部 に組織抗體 を認め た が ， 中毒症患者

では 強討 巾であ る．

　2．妊娠中毒症患者血清中の 抗體強索 ：抗原 として は

A 法 KPS を使用 し た．宿題報告後 昭 和29年10月迄 の 成

績は つ ぎの 如くであ る．  沈降反應 ： 妊娠中毒症患者61

例 中30例 （49．18％） に沈降素價 100〜3200倍の 沈降素

を 證明 し ， 饗照 は 43例中 1 例 （2．32％） に の み 陽性であ

つ た．  補軆結合反應 ：妊娠 中毒症患者 61例中12例 （19

．8％）　 の 血清は KPS との 反應陽性で 2 〜6 單位の 補

體 を 結合 した が，對照例 は す べ て 陰性であつ た．その 後

亀 今 日に 至 る まで引績 き檢索中で あ る ．

　 3． 妊娠中毒症患者 の St11中補體價 ：
一

般に ア レ ル ギー

性 疾患及び實驗的 ア レル ｝
S
’
　一一では 血 中補體價が減少す る

とさ れ て い る が ， KPS に よ る ア レ ル ギ
M

實驗でも中毒

症患者でも減少が認め られ た．こ の こ とは中毒症患者血

清 中に KPS に 對す る抗體が存在す る事實と相俟つ て ．

生體内で抗體抗原反應 が 行 わ れて い る こ とを示唆す る も

の であ る．

　 ［．妊娠 中毒症 の 發生機轉 に關連 して

　 ユ。 子宮及び胎盤の 母體側血行 に つ い て ： さ きに私は

申毒症の 發 生 に は子宮胎盤 の 貧血 が重要 な役割を果 して

い る の では な い か との 假説 を の べ た が，P32 を 用い 獨自

の 方法で檢索 し ， 中毒症患者では胎盤母體血の 循瓔が全

身循環ある い は 子宮循環よ りも著し く障害 さ れて い るの

を 認め る ご とが 出來 た ．

　 2．素因と妊娠中毒症

　 高血 壓家兎 で は 正 常血 壓家兎 よ り も 中 毒症 酷似の 病 變

が えられ るこ と及び ア レ ル ギー
素質 と妊娠中毒症發生 と

は 密接な關係があ る こ とは既に 明か に した が ， さ らに 高

i血壓家系，末梢 血 管系の 異 常，自律 神 經 系 との 闘 連 に つ

い て 檢索 して み る と ：   高血 壓家系者は 正 常血 壓家系者

に 比べ 申毒症 に罹患す る もの が明か に 多い ．  皮膚毛細

血管像を み る に，一般に 妊娠末期 に な る と大部分にあ る

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

360− 12 講 演 要 旨 日産婦 誌 9卷 4號 臨 時 櫓 干疇

程度の 變化を認め る が ， 中毒症移 行例 に はす べ て 明か な

變化が み られ ， 血 管型 よ りみ る と攣縮 型 が 最 も多 く，ま

た中毒症移行例 の 67％が高血壓家系あ るい は そ の 近親に

中毒症をみた家系 に屬 して い た．  皮膚毛細血 管抵抗値

は中毒症では 低 下 し，血 管透過性の 亢進が み と め ら れ

た・  lnsulin に よ る發汗 ， 血糖， 好酸球試驗では妊

娠す る と「温腦
一

下垂體
一

副 腎皮 質機能 が 漸次亢進し，中

毒 症 で は 更 に 異常亢進 を 示 す も の が 多 い こ とが判つ た ．

　 皿．妊娠中毒症 の 治療

　降壓劑として は　Apresoline ，　 Serpasil の 併用 が 最

も適當 で あ り，浮腫 に は Diamox が 著効 を 奏 した．

　　6．妊娠動物における Reilly 現象の 成立 に つ

いて

　 （東京醫大） 秦清三 郎，X
高橋祺 昌 ， 藤田眞助 ，

　 野平知雄 ， 齋藤成一，高見嘉都司 ， 豐 田輝人 ，

　 前島昭 二 ， 桶谷正 一， 柵 山勝利 ， 林　達朗 ，

　 池 田純輔 ， 陳　育俊，石居秀朗 ， 長谷川行信，

　 喜納　進

　Reilly 現象す な わ ち 自律沛申經 の 過乗聾反懸 にもとつ く

症候群に よ る 病因論の 新概念は，近 來 Laborit らが そ

の 理論を應用 して 臨牀的成功を牧め た こ とか ら注 目 され

て い る。

　わ れ わ れは Reilly の 實驗方法 に考按を加え て妊娠動

物 に 適用す る こ とに よ り， 從來妊娠 中毒症 な る カ テ ゴ リ

ーに一
括 されて 來 た妊娠 ， 分娩に 伴 う種々 なる母體障碍

に類似す る症候を 發現させ る こ とが 出來 る か どうか を檢

討し た．

　 L 實驗方法

　 1）　實驗動物 ：妊娠白鼠 に よつ て豫備實驗 を 行い ， 妊

犬 ， 妊兎 に よつ て 確認す る．

　2） 侵襲方法 ： ゴ ナ ド トロ ピ ン ， 性 ホ ル モ ン ，副 腎皮

質 ホ ル モ ン ，自律紳經毒，ア ル コ
ー

ル ，ペ プ ト ン 水，鹽

化 ア ン モ ン な どの 化學物質 ， 感應電流翩戟 ， 大腸毒 な ど

の 細蔔

　 3）　侵襲部位 ：下腹禪經 ， 勃起神經 ， 骨盤神經叢 ， 内

臓 神縄 節，子宮靜脈嚢法 （頸 諍脈嚢法 の 應用 ）。

　4）　化學物質 の 濃度 ：Rcilly　現象 の 木 旨に 基 き ， そ

の 藥物の 通常生 體効果量 以 下の 各種濃 度を使用す る こ と

を原則 と した．

　5） 發現 阻 止 手 段 ：ク ロ ール プ ロ V ジ ン 投興 ，下垂體

剔除，副腎 剔除．

　 6） 判 定 方 法 ：胎盤 ， 子宮 ． 肝 ， 腎 ， 肺 ， 胃，副腎 ，

腦 な どの 臓器の 形態學的病變 ， 血 壓，尿 の變化．

　 並 成　績

　各種化合物質の 種 々 な る 濃度 と侵襲部位 との 組合せ は

多岐 に わ た る の で，例數は乏 しい 憾 は免 れ な い が ， 興味

あ る と思われ る 結果の 概要を摘記す る，

　 1） 侵襲に よつ て 病變をお こ す場合 は ， 出血 ，壌 死 な

ど に よつ て 代表 さ れ る血 管障碍 の 同
一

形式非特異性病變

が浮び 上 つ て 觀察され る．

　 2） 病變がお こ る 場合，ク ロ ール プ ロ マ ジ ン の 阻止効

果 は適確でな い が ，副腎剔除は 殆 ん ど阻止 し， 下垂體易『

除は こ れにつ ぐ．

　 3）　今の とこ，ろ，侵襲部位と侵襲方法に は 特異的な 組、

合せ は 見っ か らず ， また骨盤祚經叢 ， 内臓神經節及び子

宮靜脈嚢法の一
部 に の み病變が見 られ る．

　 4）　エ ス トロ ゲ ン，20％ ア ル コ ール ， 5 ％ ペ プ トン 水

の 内臓刷輕 浸潤注射の 場合は ， 肝 ， 腎 ， 胎盤に上記病變

が 認められ る．

　5） 大腸菌浮遊液 の 骨盤禪經叢浸潤注射は 胎盤病變を
・

確實にお こ す．

　6） DOCA 及 び ア ドレ ナ リン は子宮靜脈嚢法に よっ

て の み 胎盤及び腎に 病變を お こ す．

　τ） 病變の あ る場合 ， 血壓はは じめ 上昇 し，ま もな く

低下す る もの が多い ．尿は不定．

　8）　 こ れ以外の 侵襲方法 は 豫備實驗の 段階で不變 また

は 不疋で，さ らに 精査 を要 す る も の で あ る．

　以 1：の 成績 か らつ ぎの 如 く判斷す る．妊娠動物 の 腹部

の 自律祚經部位 に 各種 の 侵襲原因を加える とき ，
一部の

侵襲 は Reilly現象を成立 さ せ る こ とが 確實であ り，そ

の 際 の 病變は血管變化 に よ る 退行 性病像とい う基 本的な、

點に お い て ， ヒ トの 子癇 の 病理 學的所見 に 甚 だ 近似 す

る．

　 7．娃 賑寒兎にお ける BeiHy 氏現象 の 研究

　　　　　　　　　 （慶大） 野嶽幸雄 ，
帶

櫻井砧 二 ，

　　　　　　　　　　　　　 田村 昭蔵 ， 土屋恭
一

　妊娠中毒症の 木態的研究 に 關 して は， 本邦 に お い て

は ，胎盤物質の 研 究が 多 く．ま た 歐米 に お い て は ， 體液

動體 の 研 究が 盛 であ る ．

　わ れ わ れ は Reilly 氏 現象 の 概念 を導入 し ， 本現象 の
．

妊飯中毒症 に お け る 意義に っ き檢討を進 め て い ろ．ま ず

妊娠家兎 の 子宮 ， 胎盤 に お け る Rei ］ly 現象 の 發 現 に 重

點 をお き ， つ ぎの 實驗を行 つ た．

　實蟾方法．妊娠家兎の 兩側ま た ほ偏側の 内臓紳糎節及

びそ の 周圍に Stressorの 微量 （P ．　S．物質 1 〜 3n監
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